

























































側面が深く関係Lているとみることができる。   
なお，史料全文は本稿末尾に掲載することとし，  
本文中には必要箇所を抜粋して引用する。  














いる点である。   
たとえば，寄居の「市場制定帳」では，  
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走南中町   
－い一 新  
長助  
源左衛門   
庄右衛門  
炭  







座 太郎兵衛  
あい物  
茶  
座 新之丞  
あい物   
とあるように，商品名に続けて「座」を付して記  




な目的があった。   
渋川を事例とした和泉清司氏は，市の座の意味  
































第2図 室田六斎市の居座  
（群馬県史編さん委員会（1978）：『群馬県史資料編10』，口絵11写真より）  
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め，これらに関連するげん石買一晦や塩買馬，そし   




























南  側  北  側   
闇取去名  取扱商品（塵）  取扱商品（塵）  屈取去名   
摩右衛門  節招   新宿   茂左衛門   
五郎右衛門  新宿   新宿   凝左衛門   
平左掬門  新禰   炭橘   七左衡門   
七郎左衛門  新楢   棍摘   梅津   
与五右衛門  炭摘   くだ物   太郎右御門   
与十郎  炭指   くだ物   次郎右衛門   
右燭之丞  炭瞞   くだ物   七郎右御門   
九右衛門  鯛・綿・ふと物  塩宿・塩買馬  与惣左衛門   
関根   あい物・塩  塩楕・塩貫属  碑石衛門   
助右衛門  塩・まい売り  塩宿・塩買馬  次郎右衛門   
四郎右衛門  まい売り・苧売り  たばこ   図啓   
′ト左衛門  親   たばこ   五兵衛   
勘解由  鍛冶   石宿   孫兵衛   
勘解由  染・あい   石椙   市左衛門   
八右衛門  げん石質馬  石硝   次左衛門   
惣九郎  げ人石II   椛・いもふじ  蓉左衛門   
織部   げん石   高ミセ・きざみ  八兵衛   
隼人   志と2）   高ミセ・きざみ  孫兵衛   
源左衛門  繰綿   
畏助   綾錦  
絹売買場定  
一 上市  作兵衛前  
久右衛門前   
右商人余り候ハゝ下江居次第  





九郎兵衛前   
一 下市  
1）下町の記載中に「但，大豆ハ石宿四軒へ思いより次第」   
とあることから，穀類全般を指すと考えられる。  
2）目下のところ不明である。  

















市を位置づけることも不可欠である。   
こうした点などをさらに考慮し，後日稲を改め  
て考察したい。  
右商人余り候ハ、下江屠次第   
才f之通り先例ヲ用、名主年寄相談にて此度絹市場  
用究申候、商人待合、車廿二↓含売買可杜候、右之   
所より外にて・恥売買イくfL、家買家費竪ク仕間鋪   
條、絹薗り買人瞞之儀ハ商人心人次節に付ク町中   
條、若相背中條は如何様之御断請申候共少も御恨  
に仔間数候、彷而如什  



























Ⅴ おわりに  
以上に，寛永8年の寄居における「市場割定帳」  
を史料として，近世初期の寄居六斎市の組織や機  
付 嘗己  
本稿の作成にあたり，平成5年度学内プロジェク  
ト研究費（奨励研究）「定期市場網の形成と変質に関   
する歴史地理学的研究」（研究者間柑 治）の一部を   
使用しました。  
注および参考文献   
1）埼玉県（ユ990）：『新編埼玉県史 資料編16』，725  
～729．  
2）渋川市岸すみ江家文啓（『渋川市誌 第5巻』に所  
収）．  
3）群馬郡榛名町中島照二家文昏（『群居県史 資料編   
10』に所収）．  
4）和泉清司（1986）：戦国期から近世初期における市  
の存在形態一上野国を中心に－」，地方史研究協議   
会編『内陸の生活と文化』，雄山閣，201ページ．  
5）前掲3）．  
6）実際，市定の史料表題のうえでも寄居の場合は「市   
場創意帳」とあり，渋川では「市日商売物立様之覚」  
とある．  
w 99 －   
7）前掲3）口絵11．ただし，絵図中には年次の記載を   
欠いているが，内容から寛文10年の穀座割直しに   
あたって作成されたものと考えられる．  
8）こうした市見世の類型についてはつぎの拙稿を参  
照されたい．   














一 志と  隼人   



















薪稲  一 新宿  
一一  炭宿  
炭宿  




ーー 塩宿  
【一 塩買燭 次郎ん衛門  ‥ あい物  関根  
－…一一 塩  助右衡門  
一  まい資り 伊弐塵取へ  









孫兵衛   
市左衛門   
次左衛門  
一 石宿  
ー げん石買馬  八右衛門  
一げん石  
（芸志郎  
一 椛  
一 いもふじ  善左衛門  




一 鍛冶  
一 きぎみ  
一 高ミセ  
一 高ミセ  
ー  いもふじ  
一 あい  
三、；；≡  に  彦三郎  
長石衡門  長助  
源左衛門  




庄右衛門  新兵衛  
－－ あい物  






血→ げん石  



















一一 くだ物  
－一 ふと物  
一・・大豆買馬共に  
与次右衛門  
山 げん石   
川大ぷハ石橘閃軒へ思い寄り次窮  右近  
四郎右衛門  
惣右衛門  に慧綿  
ーー げん石  
走北中町  
山 新  







一 あい物  
‾  lJ」  灰  
（三≡…：  
（霊≡雷門   









清右衛門   






－  LLJ  灰  
一 新  
一 げん石   
四大豆′、fl稲川価へ思いより一失姉  
一 新買馬  半左衛門   
－ わら付馬  勘解由  
此御割付之通り余方之商人付ヶ申開鋪候、若  
付ヶ申使者如何様之御断請申候共御恨に存間数  
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